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書評
中藤康俊著
『現代日本の食糧問題』
小 杉 毅
I 
今日，われわれは一見豊かな食生活をおくる中で深刻な食糧問題に直面している。食生
活の欧風化，多様化，高度化に伴って食糧の供給量も食品の種類も国民1人当りのカロリ
一摂取量も逐年増大しており，平均寿命の高齢化や児童•青年の体格の向上と併せ考え
て，食糧事情の好転を喧伝する論者が少なくない。事実食糧消費の量的増大と質的変化の
面では，今日の食生活と戦中戦後の食糧難時代のそれとを比較すると隔世の感があること
は否めない。
しかし，現在の食糧需給と食生活の実態を詳細に検討すれば，そこには食 ・機を裏づ
けるさまざまな食糧問題が存在し，われわれの食生活がきわめて不安定かつ危険な状態に
置かれていることが明らかである。われわれは各種多様な食糧問題に直面しているが，そ
のいくつかを指摘すると次のような問題点があげられる。
第1に食糧自給率の低下，いいかえれば食糧の輸入依存度がきわめて高いことである。
穀物自給率だけをとってみても，各種統計は近年の平均値で約30彩という低い数値を示し
ている。逆にいえば約70%が輸入に依存している。この高い海外依存度は，世界人口の急
増，異常気象や農地酷使による凶作，アメリカの食糧戦略．国際関係の悪化などによって
食糧市場が混乱したときには，日本の食糧需給をきわめて不安定かつ危険な状態に置くこ
とは必定である。
第2に食糧浪費と飢餓が併存していることである。世界の食糧危機が叫ばれるなかでわ
が国では飽食と濫費が横行しており，ホテル・外食産業・学校給食・一般家庭から廃出さ
れる日本全国の残飯総量（年間約1000万トン）は日本の米生産量に匹敵するといわれてい
る。その一方で毎日の食費にこと欠く貧困家庭がわが国にも数多く存在する。いわんや，
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アジア，アフリカなどの発展途上国で帝国主義諸国による植民地支配の残滓として深刻な
食糧不足と飢餓が厳然と存在していることは世界の食糧問題の原点として把握されなけれ
ばならない。
第3に日本漁業の停・衰退と漁業資源の浪費の問題である。日本の漁業生産は，高度経
済成長期に沿岸漁業から沖合漁業へ，さらに遠洋漁業へと大きく転換した。その要因は多
様であるが，産業公害や海岸埋立てによる水域汚染と漁業権放棄，乱獲による資源の減
少，漁業手段の大型化による遠洋資源志向などが主な要因であろう。その遠洋漁業偏重の
日本漁業も， 200カイリ経済水城の設定や資源枯渇に直面し，漁業生産の自給率ほ穀物の
場合と同様に著しく低下した。他方で水産物の浪費的利用が進行しており，純食料（可食
部分）に対する畜産・養殖漁業向飼料等の割合は，廃棄量（不要漁種の海上投棄，肥料，
釣餌など）をも含めると意外なほど高い。この点は，漁業資源の真の有効利用の立場か
ら，自給率向上の問題とともに考え直す必要があるだろう。
第4に耕作と畜産，耕作品種間にアンバランスの存在することである。全体として耕作
部門が停滞するなかで，食生活の変化に伴って畜産と果実・野菜栽培は大幅な伸びを示し
ている。しかし畜産は輸入飼料への依存度がきわめて高く生産的基礎が不安定である。ま
た耕作品種間では，政府の減反・米価抑制政策にもかかわらず，稲作への生産集中・専作
化の傾向が強いのに対し，麦・豆・雑穀等裏作物が輸入圧力によって大幅に縮小し，品種
間の不均等な発展がはっきりと現われている。
第5に国民とくに消費者が食品公害に脅かされていることである。食品公害の発生源は
食糧の栽培過程と加工・流通過程に分けられるが，基本的にはまず前者が重要である。ゎ
が国農業は，高度経済成長期に日本の風士に合った複合経営を捨て単一栽培の連作や大量
の化学肥料と農薬の投入等によって薬害，病虫害，地力低下，収獲不良を招いた。こうし
た現状から脱出するためには，・有機農法と無農薬農法に基づく社会的複合経営に取り組
み，また生産者と消費者を直結する産直運動を展開して，新しい日本型農業を築くことで
ある。こうした方式による食糧自給率の向上は，農薬に汚染された輸入農産物の食品公害
をも防止することになるのではなかろうか。
以上の指摘でも明らかなように，現代わが国は多様かつ深刻な食橿問題に直面してい
る。このようなときに，本書が・「講座 日本の国土・資源問題」の第4巻として刊行され
たことは，時宣を得た企画として高く評価することができる。著者はすでに「日本農業の
地域構造」（共編著），『北陸の都市と農村』（共著），『地場産業の地域』（共著）を著わし，
関係学界で高く評価されている。その著者が経済地理学の立場から現代日本がかかえてい
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る食糧問題を取り上げて整理し問題提起を行ったのが本害である。
]I 
本書は 6章で構成されその内容は次のとおりである。
第1章世界的な食糧危機と日本の食糧問題
第2章食糧の消費構造とその特質
第3章農・漁業の「近代化」と食糧生産
第4章農•水産物流通の再編成と加工資本
第5章戦後日本資本主義の再生産構造と食糧政策
第6章食種危機と今後の食糧政策
59 
まず第1章 世界的な食糧危機と日本の食糧問題は本書の基本的視角ともいうべき食糧
問題の所在について触れたあと，世界的規模で発生し深刻化している食糧危機とその中で
わが国がかかえている食糧問題について論じている。著者は第1節で食糧問題の所在を取
り上げ，その問題の所在を「食糧の需要供給の不均衡にもとづいて発生する問題一般では
ないのであって，著しい食糧供給不足状態，特に飢餓，栄養不良を発生させるような，な
いしは発生させる危険性をはらんでいると危惧されるような，需給不均衡状態をめぐる一
連の問題である」という大谷省三氏（大谷省三編著「日本に食糧問題はないか」文新社，
1979年）の見解に求め，とくにわが国の食糧問題としては，世界的な食糧危機が深刻化し
ている中で， (1)食糧自給率が低下していること， (2)食生活における栄養とか健康の問題が
問われていること， (3)低成長経済のもとで，国民の食生活に対する経済的負担が高まって
いること，の三点を指摘している。
そして，世界的な食糧危機については，（イ）穀物を中心とする食糧需給の逼迫，（口）世界的
異常気象と社会的諸要因， y、)世界とくに発展途上国における人口の爆発的増加と飢餓・栄
養不足，目核兵器，石油に次ぐ第3の武器としての食糧戦略の側面から詳細な検討が加え
られ， 日本の食糧問題については既に指摘した項目に関して（イ）食用・飼料農産物の自給率
低下と需給の不安定性，（口）平均寿命，子供のからだ（体格の向上と肥満・疾病異常），食
品の不安全性（食品公害）からみた栄養と健康，州インフレと食生活（経済的負担の増大）
等が詳しく考察されている。
第2章食糧の消費構造とその特質では，まず第1節で栄養水準の国際比較が簡潔に行
われ，第2節ではわが国の食糧消費構造の変化が国民1人当り食糧供給量の推移や消費者
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の「米離れ」・「動物性たん白質（とくに肉類）志向」との関係で検討される。そして第3
節では食糧消費構造の階層性と地城性を取り上げ，所得階層別にみた食生活や農家と非農
家の栄養摂取量の違いが総理府および農水省の統計資料に基づいて分析されるほか，子供
の食生活の変化と学校給食のあり方，主婦の職場進出に伴う児童の欠食問題，食品工業の
多様化と外食産業の発展が食生活や食費支出へ及ぼす影響について検討が行われている。
第3章農・漁業の「近代化」と食糧生産は農漁業とくに農業の近代化と食糧生産構造
の諸問題を論考している。まず第1節では農業の近代化と生産力構造との関係を取り上
げ，重化学工業重視の高度経済成長政策が農業生産の基本的生産手段である農地，労働
ヵ，農業用水等を農外部門へ転用する一方，農業機械や農薬・化学肥料の投入による農業
生産力の破壊をすすめ，農業生産の停滞と衰退ひいては食糧自給率の低下を招いた点を指
摘する。第2節では商品経済の浸透による農業経営の崩壊と農民層の分解過程を分析し，
その中で形成された上層農家（高度な資本装備を有する企業的な施設型農家）の実態と性
格が考察されている。第3節は戦後の稲作農業の展開を取り上げ，農地改革と戦前戦後の
稲作農業の比較，稲作単一経営の進行と麦作の衰退，政府の減反政策と農家の生産調整等
が検討されている。
いっぼう，第4節以降は稲作以外の農業および漁業の生産構造が論じられる。第4節で
は野菜の生産構造と最近の動向が経済地理的に分析され，第5節では近年における施設園
芸農業の急速な成長過程が分析されるとともに，この種の農業がかかえるさまざまな問題
（例えばエネルギー浪費や高コストや農薬公害等）が解明されている。第6節では果樹作
経営の推移と現状が検討されたあと，果樹栽培農家が直面している過酷な労働条件，価格
不安定性と低収益，輸入自由化への対応等が論じられ，第7節では畜産物の生産構造を取
り上げて，わが国の畜産が購入一飼料に依存する「加工畜産」であること，また総合商社に
よる輸入飼料への依存が飼料費の高騰を通じて畜産経営を窮地に追い込んでいること等を
明らかにしている。
第8節は漁業の「近代化」と生産構造の検討に当てる。戦後の日本漁業が，重化学工業
の発展に対応して漁船の大型化・高馬力化・漁獲能力の向上・冷凍設備の充実等の漁業近
代化政策によって，「沿岸から沖合へ， 沖合から遠洋へ」展開した現実を指摘したあと，
今日では乱獲や資源枯渇を招き， 諸外国による漁業水域の設定 (200カイリ経済水城）や
漁獲量規制にあい，深刻な矛盾と危機的状況に直面する事実を強調している。そして本章
最後の第9節では，人ロ・産業の大都市集中によって衰退しつつある都市農業の現状を都
市スプロール，地価高騰と土地の資産的保有， 農地の用途転用，「ムラ」の機能の低下，
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都市・産業公害等との関係で検討するとともに，一方で都市農業存続の重要性（野菜供
給，スプロール防止，防災，緑の供給）と意義を強調して第3章を結んでいる。
第 4 章農•水産物流通の再編成と加工資本は近年における流通の近代化と農•水産物
の流通機構の諸問題を論じている。まず第1節では流通の近代化の概要を述べ，流通の中
枢をなす卸売市場の整備・統合による大量流通・大量販売方式が必ずしも流通経費の節約
と流通の効率化，価格の安定に結びつかず，むしろ消費者と生産者（農民）の両者にとっ
てマイナス要素の大きい点を指摘する。そして第 2節では農•水産物の流通機構を青果
物，畜産物，穀物とくに米，水産物に分けて取り上げ，各種農水産物の流通経路，産地・
卸売・小売市場別の価格構成，巨大食品企業や商社など農外資本による市場支配等が農畜
産物を中心に検討されている。第3節では高速道路網の整備やカーフェリーの進出等いわ
ゆる輸送革命が，生鮮食料品部門においては，近郊農業の衰退とあいまって，大都市の中
間地帯や遠隔地帯を生産圏に包摂し産地間競争を激化させている点を指摘し，その対策と
して生産品種や出荷時期の調節等を提言している。第 4節では農•水産物の輸入増大とこ
れが国内生産にあたえる影響に触れ， 第5節では生鮮食料品の低温流通システム（予冷
庫，冷凍冷蔵庫，冷凍冷蔵車，冷蔵倉庫）の発達とその過程で暗躍する大手水産会社や商
社の価格操作の問題を考察して本章を結んでいる。
第5章戦後日本資本主義の再生産構造と食糧政策は高度経済成長下における政府の農
業政策を検討している。第1節は戦後の産業構造の変化と経済成長の分析にあて，敗戦後
の民主化運動のなかで行われれた農地改革と小農民の解放に一定の評価をあたえながら，
経済の復興過程で復活した独占資本と政府が低米価政策と重税によって農民を収奪した
こと，また1960年の農業基本法農政と農業の「近代化」問題を取り上げ，農基法が目標と
した「農業構造の改善と農業所得の増大」が，究極的には大型機械の尊入と農村労働力の
農外部門への流出を招き，兼業化の進展さらには挙家離村による農山村の過疎化現象を発
生させたこと，独占資本が重化学工業部門の発展に不可欠の土地，労働力，水資源の再配
分を要求し，農林漁業の徹底的な合理化政策を採らせたこと，および政府が1970年代には
総合農政を展開して「近代的農業の育成」ひいては「農地の流動化」と「離農の促進」を
積極的にはかる一方，農産物輸入の拡大を意図している点を指摘し，ー政府の食糧政策を批
判している。
第2節は地城開発政策の展開過程について戦後の約40年間を6つの時期に分けて分析
し，国土利用の再編成を政府政策との関連で論考するとともに，広域行政（財界提唱の
「道州制」）と地方自治のあり方との関係に論及している。第3節では経済成長と貿易の
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推移に触れ，産業構造の重化学工業化に伴う貿易構造の変化，とくに農産物の輸入が石油
等の工業原料とともに年々増大していることを指摘し，これらの変化がいずれもわが国独
占資本のねらいであった点を強調している。さらにわが国独占資本の触指が海外とくに東
南アジ・ア諸国に向けられ，資金・資材・技術の提供による「農産物の開発輸入」が増大し
ている現状を詳細に分析するとともに，その開発輸入がわが国の食橿危機打開の決め手に
ならないばかりか，むしろ問題を複雑にし対日批判を強めることになる点を強調している。
第6章食糧危機と今後の食糧政策は国内外の経済情勢の変動のなかにわが国の食糧危
機の問題を位置づけ，将来の食糧政策について論じている。まず第1節では，日本の食糧
危機について総理府および新聞社の行った世論調査を分析し，国民世論が世界最大の食糧
輸入国である現状に極めて強い不安を抱いている事実を指摘する。そして故大平総理の政
策研究会がまとめた『総合安全保障戦略』の食糧政策を批判的に検討し，さらにアメリカ
政府の「西暦2000年の地球」やローマクラプの「成長の限界』等の見解を分析して，食糧
危機の本質を見誤った「新マルサス主義」的宿命論と論難する。そして著者は，真の食糧
政策の基本をアメリカの「食糧のカサ」に依存しない食糧自給にある点に求めている。
第2節では国内外の政治経済情勢と農政を取り上げ，世界不況下での日米経済摩擦と
これにからめた米国による農産物輸入の自由化要求，およびわが国政府のこれへの追随と
独占資本の迎合（安い農産物輸入により労働者の賃上げ阻止）の姿勢が糾弾される。そし
てわが国の農産物輸入自由化の現状や米国側の多様な事情が検討され，「1980年代の農政
の基本方向」について政府の食糧政策を批判しつつ，農業保護による「食糧自給率の向
上」を訴えている。第3節は「食糧自給率の向上」に関連して今後採るべき食糧政策を展
望し，いくつかの具体的提言をおこなっている。まず食糧輸入（国際分業論）を反省して
食糧自給率を向上させることを目標にし，（イ）農漁業を国の基幹産業として位置づけ発展さ
せること，（口）国土利用の不均衡を是正すること， y、)国・地方自治体の財政保障によって農
業経営を維持発展させること等の諸点を指摘するとともに，社会的複合経営，農協・・漁協
の民主的発展，消費者の主体的運動，地場流通の確立等を提言して本章を結んでいる。
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以上の紹介で明らかなように，本書は現代日本の食糧問題を体系的に論じた，この種の
著作のなかでは出色の労作である。著者は「はしがき」の中で，「本書は，＇わが国の食生
活の実態を明らかにし，食橿問題の重要性を指摘するとともに，それを解決する手立てを
明らかにせんとする」ものであり，そのためにはまず「食糧問題を現代資本主義の再生産
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構造との関連において把握することである」と述べているが，本書の大半はその視点から
の分析にあてられている。これまで，食糧問題の分析は農業経済学者の手になるものが多
かったが，本書は経済地理学の立場から，地城開発政策や国土利用の再編成との関連で論
考されており，その点では注目すべき労作であるといえる。
しかし本書にも注文がないわけではない。幾つかの注文と希望が許されるならば，次の
諸点を指摘しておきたい。第1に食糧問題と資源問題の概念規定についてである。本書は
すでに述べたように，『講座 日本の国土・資源問題』のなかの1巻として出版されたもの
であり，その意味では食糧は資源の範疇に含まれると解されるが，本書のタイトルを「食
糧資源問題」ではなく 「食糧問題」としたのは， 著者に特別の考えがあったのであろう
か。天然資源だけでなく人間労働によって濾過された物質をも資源の範疇に含めることに
は異論をとなえる論者もおり，評者自身いずれが妥当であるかについて強い関心をもっと
同時に決しかねているものの1人である。その点について著者の見解を提示していただい
ていたならば大変参考になったと思われる。
第2に水産物に関して今少し詳細な論考を期待したかった点である。近年日本人の食生
活が大きく変化しているなかで，食費支出に占める水産物の割合は依然として高い。とく
に動物性たん白源としての水産物の重要性はあらためて指摘するまでもないであろう。そ
の水産物が本書全体の比重においてはもとより， 「生産構造」や「流通機構」の項目にお
いても詳しく論じられていないように思われる。わが国の水産業問題には産業公害と沿岸
漁業の縮小，臨海工業地帯の埋立てと漁場破壊，略奪漁業と資源保護，大手水産資本の商
業部門への参入，商社の買占めと価格操作，養殖漁業の資源浪費，遠洋漁業と操業安全性
など重要な検討事項が山積しており，これらの諸問題について著者特有のするどい分析を
期待したかった。
第3に畜産・酪農業についても今少し詳しい検討と将来展望を試みてほしかったことで
ある。著者は第4章第2節で畜産物の流通構造についてかなり詳細な分析を行っている
が，畜産物の生産構造については分析の多くを省略しているように思われる。また著者
は，わが国の畜産・酪農業が多頭飼育と購入飼料（濃原飼料）に依存するようになったこ
とや，総合商社をはじめ農外資本が斯業に参入し生産・流通過程を支配している事実をす
るどく指摘しており，この点は多くの専門家の賛同を得るであろう。しかし，現在におい
てなおわが国で自給飼料（粗飼料）を積極的に利用する畜産・酪農経営の存在する事実を
明らかにし，その事例研究を加えかつ駆使することによって， 「食檻自給率の向上」を展
望していたならば，著者の意図は一層説得的であったと思われる。とくに国土利用や土地
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所有，共同経営との関連で考察していたならば，さらに参考になったと考えられる。その
点酪農に限定されるが石原照敏著『乳業と酪農の地域形成」（古今書院）は示唆に富んだ
研究の一つといえよう。
第4に，欲張った注文になるが，わが国の「食糧自給率の向上」を論ずる場合，ヨーロ
ッパの先進資本主義諸国の食糧政策と対比すれば，一層興味深かったと思われる。世界有
数の農業国・農産物輸出国であるフランスはともかく， 多くの面で日本と条件を同じく
し，またよく比較の対象とされるイギリスの食糧政策，とくに第1次大戦時の経験やその
時以来の農業政策は研究する価値が十分あり，わが国の食糧政策とくに「自給率の向上」
を論ずる場合には大いに参考になると思われる。
とはいえ，本書は読者に多くの示唆と感動をあたえ，学界だけでなく政策当局にも重要
な問題提起を行った労作である。本書にはおよそ食糧・農業問題に関するほとんどの内容
がコンパクトにまとめられているので，専門の研究者だけでなく食糧問題に関心をもつ学
生諸君にも一読することをおすすめしたい。
（汐文社， 1983年10月刊， A5判， 273ペー ジ， 2,800円）
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